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　長船西保育園で６月７日、「カレークッキング食べ物探検隊」
が行われました。
　前日に収穫したタマネギなどの皮をぱんだ組（４歳児）の園児
らがむいた後、くま組（５歳児）の園児らがカレー作り。園児ら
は、先生に教わりながらタマネギなどを包丁で切り、鍋の中へ入
れていきました。煮込んだ後、カレーのルーを入れて出来上がり！
園児らは、「おいしい！」とたくさんおかわりをしていました。

【写真①「おいしくなーれ」「がんばれ、カレー」と声を掛けなが
らカレーをまぜる園児／②大きいタマネギが採れて喜ぶ園児／③
みんなで手分けしてタマネギの皮むき／④自分たちで収穫して、
作ったカレーはおいしいね！】

④



　
ま
た
、
老
朽
化
が
進
み
耐
震
化

も
十
分
と
は
言
え
な
い
施
設
に
つ

い
て
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

合

※

併
特
例
事
業
債
な
ど
有
利
な
財

源
の
活
用
を
念
頭
に
置
き
、
施
設

の
方
向
性
に
つ
い
て
関
係
者
の
皆

さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
早
急
に
結

論
を
出
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

せ
と
う
ち
市
民
便
利
帳
の
発
行

　
市
役
所
で
の
各
種
手
続
き
や
防

災
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
行
政

　
先
の
熊
本
地
震
に
お
い
て
、
多

く
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
に
哀
悼

の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
方
や
そ
の
関
係
者
の
方
々

に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
被
災

地
支
援
の
た
め
、
４
月
16
日
に
緊

急
消
防
援
助
隊
の
出
動
要
請
を
受

け
、
救
助
工
作
車
１
台
と
隊
員
５

名
を
派
遣
し
、
岡
山
県
隊
の
一
員

と
し
て
、
被
害
の
著
し
い
益ま

し
き城

町

に
お
い
て
、
主
に
倒
壊
家
屋
内
に

取
り
残
さ
れ
た
人
が
い
な
い
か
、

ロ
ー
ラ
ー
作
戦
に
よ
る
捜
索
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
水
道
協
会
か
ら
応

援
給
水
隊
の
派
遣
要
請
を
受
け
、

４
月
19
日
か
ら
南
阿
蘇
村
に
お
い

て
応
援
給
水
活
動
を
行
い
ま
し

情
報
、
ま
た
、
観
光
や
産
業
な
ど

に
関
す
る
地
域
情
報
を
分
か
り
や

す
く
掲
載
し
た
「
せ
と
う
ち
市
民

便
利
帳
」
を
８
月
に
発
行
す
る
予

定
で
す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
情
報

提
供
を
実
現
す
る
た
め
に
、
民
間

事
業
者
と
の
官
民
協
働
発
行
事
業

と
し
て
の
取
り
組
み
で
、
市
の
監

修
に
よ
り
民
間
事
業
者
が
作
成
・

配
布
す
る
も
の
で
す
。

　
作
成
に
伴
う
経
費
は
、
地
域
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る

広
告
掲
載
料
に
よ
り
賄
い
、
市
内

     Adm
inistrative  Report

   
行
政
報
告

用
語
の
解
説
・
備
考

合
併
特
例
事
業
債

　

合
併
後
、
一
定
期
限
内
に

借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

市
債
。

　

対
象
事
業
費
の
95
％
ま
で
の

借
り
入
れ
が
可
能
で
、
将
来
の

元
利
償
還
金
の
70
％
は
、
普
通

交
付
税
の
算
定
の
積
算
基
礎
に

算
入
さ
れ
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

　

平
成
42
（
２
０
３
０
）
年
度

た
。
そ
し
て
、
被
災
者
を
支
援
す

る
た
め
、
本
庁
、
支
所
、
出
張
所
、

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
に
義
援
金
箱
を

設
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン
を

控
え
、
本
市
に
お
い
て
も
自
然
災

害
な
ど
に
対
す
る
危
機
管
理
対
策

に
万
全
を
期
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
や
ク
ー
ル
ビ

ズ
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
環
境
部
環
境
政
策
推

進
室
を
設
置
し
、
よ
り
一
層
推
進

し
て
い
く
と
と
も
に
、
環
境
省
が

推
進
す
る
国
民
運
動
「
Ｃ

※

Ｏ
Ｏ
Ｌ

　
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」（
賢
い
選
択
）

の
取
り
組
み
に
賛
同
し
、
通
年
に

わ
た
り
普
及
啓
発
活
動
を
実
施

し
、
秋
に
は
啓
発
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

福
祉
施
設
な
ど
の
ご
協
力
も
い
た

だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
必
要
と

す
る
支
援
の
強
化
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み

　

子
ど
も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

切
れ
目
な
く
相
談
に
応
じ
、
対
象

者
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
、

さ
ら
に
関
係
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、
連
携
強
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
一
人
一
人
の
子
ど
も

が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
を
創
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
を
よ
り
充
実

す
る
た
め
、
妊
婦
へ
の
訪
問
・
面

接
相
談
に
重
点
を
置
い
て
活
動
し

ま
す
。

　
医
療
機
関
と
も
連
携
を
持
つ
た

め
、
市
内
の
妊
産
婦
が
多
く
利
用

す
る
産
婦
人
科
に
出
向
き
、
子
ど

も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

つ
い
て
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も

に
、
連
携
・
協
力
を
お
願
い
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
心
理
士
が
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
出
向
き
、
保
護
者

の
相
談
に
応
じ
た
り
、
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
か
ら
は
、「
気
に
な
っ

て
い
た
相
談
が
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
気
軽
に
で
き
る
」
と
好
評

で
す
。
今
後
も
ど
の
よ
う
な
場
が

効
果
的
な
支
援
に
結
び
付
く
か
検

討
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
促

す
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
医

師
会
、
教
育
関
係
者
、
学
識
経
験

者
、
障
害
児
福
祉
事
業
関
係
者
な

ど
を
委
員
と
し
た
「
子
ど
も
包
括

支
援
推
進
協
議
会
」を
立
ち
上
げ
、

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
比

で
26
％
削
減
す
る
と
い
う
目
標

達
成
の
た
め
に
、
日
本
が
世
界

に
誇
る
省
エ
ネ
・
低
炭
素
型
の

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
行
動
な
ど
、

温
暖
化
対
策
に
資
す
る
あ
ら
ゆ

る
「
賢
い
選
択
」
を
促
す
国
民

運
動
。

　

例
え
ば
、エ
コ
カ
ー
を
買
う
、

エ
コ
住
宅
を
建
て
る
、
エ
コ
家

電
に
す
る
と
い
う
「
選
択
」、

高
効
率
な
照
明
に
替
え
る
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
と
い

う
「
選
択
」、
ク
ー
ル
ビ
ズ
を

は
じ
め
、
低
炭
素
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を
実
践
す
る
と
い
う
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
「
選
択
」
な
ど
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
保

健
・
医
療
・
福
祉
（
介
護
）
サ
ー

ビ
ス
へ
の
需
要
に
対
応
し
、
市

民
の
健
や
か
な
生
活
を
地
域
社

会
で
支
え
る
仕
組
み
。

８月発行予定の
「せとうち市民便利帳」表紙案

市  

長  

か  

ら

平
成
28
年
６
月
市
議
会
定
例
会
が
６
月
６
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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の
全
家
庭
へ
無
料
配
布
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」

（
賢
い
選
択
）
の
推
進

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
つ

い
て
は
、「
瀬
戸
内
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、

倒壊した建物を検索する救助隊員

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け

て
、
瀬
戸
内
市
在
宅
医
療・福
祉・

保
健
連
携
推
進
協
議
会
「
ケ
ア

ネ
ッ
ト
せ
と
う
ち
」を
立
ち
上
げ
、

こ
れ
ま
で
在
宅
医
療
・
福
祉
・
介

護
に
関
す
る
関
係
者
の
研
修
会
、

関
係
団
体
の
意
見
を
取
り
入
れ
た

「
地
域
包
括
ケ
ア
実
行
計
画
」
の

作
成
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
啓
発

活
動
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
か
ら
は
、「
ト
ー
タ
ル

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
実
行
計
画
」
の

４
つ
の
柱
で
あ
る
「
在
宅
で
安
心

し
て
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
」「
認
知
症
対
策
」「
糖
尿

病
対
策
」「
が
ん
対
策
」に
つ
い
て
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
取

り
組
み
を
通
し
て
、
住
ま
い
・
医

療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
を

関
係
者
、
ま
た
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
事
務
所
の
場
所
も
今
秋
に
は
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
新
市
民

病
院
内
に
移
転
す
る
予
定
で
す
。

　
市
民
病
院
を
中
心
と
し
た
医
療

連
携
を
深
め
な
が
ら
、他
の
介
護
、

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み

　

平
成
25
年
度
に
設
置
し
た

「
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

準
備
室
」
に
お
い
て
は
、
地

※

域
包

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
に
必
要

な
企
画
を
審
議
す
る
と
と
も
に
、

情
報
交
換
や
関
係
機
関
の
連
携
調

整
な
ど
を
行
い
、
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

「COOL CHOICE」ロゴマーク

認知症の人の支援について意見が交わされた、ケアネット
せとうち主催の市民講座「在宅医療・介護推進フォーラム」



新
図
書
館
の
開
館

　
か
ね
て
よ
り
整
備
を
進
め
て
い

ま
し
た
新
図
書
館
は
、
５
月
18
日

に
無
事
、
竣
工
式
を
挙
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月

１
日
に
は
、「
瀬
戸
内
市
民
図
書

館
も
み
わ
広
場
」
と
し
て
開
館
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
で
の
図
書
館

活
用
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
、
市

内
公
共
図
書
館
と
学
校
図
書
館
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
シ
ス
テ
ム
を

れ
親
し
む
機
会
を
確
保
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素
地

を
養
う
た
め
、
発
達
段
階
に
応
じ

て
系
統
的
に
指
導
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
し
て
、
外

国
の
生
活
や
文
化
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
取
り
組
み
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

邑
久
中
学
校
の
大
規
模
改
造

　
邑
久
中
学
校
大
規
模
改
造
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
か
ら
３
年
間
で

計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
本
年
度
は
南
棟
の
大
規
模

改
造
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
財
源
は
、
一
部
予
定
し
て
い
た

国
庫
補
助
金
が
不
採
択
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
全
額
を
合
併
特
例
事

業
債
の
借
り
入
れ
と
し
、
交
付
税

で
措
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

市
指
定
重
要
文
化
財

　
教
育
委
員
会
で
は
本
年
３
月
16

日
付
で
、
桃
山
時
代
の
創
建
時
の

姿
を
継
承
し
、
江
戸
時
代
中
期

に
再
建
さ
れ
た
餘
慶
寺
薬
師
堂

構
築
し
、
同
時
に
新
図
書
館
か
ら

学
校
図
書
館
へ
の
物
流
シ
ス
テ
ム

も
整
備
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
長
船
図
書
館
の
読

書
環
境
の
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
市
内
全
域
で
の

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

外
国
語
教
育
の
推
進

　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
社
会
を

生
き
抜
く
人
材
の
育
成
を
図
る
た

め
、
市
内
の
全
て
の
幼
稚
園
、
小

学
校
お
よ
び
中
学
校
に
、
７
人
の

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を

配
置
し
、
外
国
語
教
育
を
推
進
し

ま
す
。
幼
児
期
か
ら
外
国
語
に
慣

を
瀬
戸
内
市
指
定
重
要
有
形
文
化

財
（
建
造
物
）
に
指
定
す
る
と
と

も
に
、
伝
統
の
技
術
を
継
承
し
つ

つ
独
自
な
表
現
で
備
前
焼
の
新
た

な
道
を
切
り
開
い
た
、
備
前
焼
作

家
の
隠か

く
れ
ざ
き崎
隆り

ゅ
う
い
ち一
氏
を
瀬
戸
内
市

指
定
重
要
無
形
文
化
財
技
術
保
持

者
（
備
前
焼
製
作
技
術
）
に
認
定

し
、
４
月
27
日
に
、
指
定
書
お
よ

び
認
定
書
の
交
付
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
回
指
定
し
た
２
件
を
含
め
て

市
指
定
重
要
文
化
財
の
件
数
は
、

72
件
と
な
り
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
で
は
今
後
も
こ
れ
ら
貴
重
な
文

化
財
の
保
存
と
継
承
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長
か
ら

瀬戸内市民病院フェスティバルで、建設中の新市民
病院をバックに演奏した邑久中学校吹奏楽部の皆さん

６月１日に開館した瀬戸内市民図書館

新
市
民
病
院
の
建
設

　
新
市
民
病
院
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
６
月
末
の
完
成
に
向
け
て
内

装
工
事
お
よ
び
機
械
設
備
工
事
、

外
構
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
県
補
助
金
の
交
付
に

関
す
る
検
査
や
医
療
法
、
建
築
基

準
法
、
消
防
法
な
ど
各
法
令
に
基

づ
く
検
査
を
受
け
た
後
、
医
療
機

器
や
什
器
備
品
な
ど
の
設
置
お
よ

び
現
病
院
か
ら
移
設
す
る
機
器
な

ど
を
計
画
的
に
移
転
し
、
10
月
１

日
の
開
院
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
最
終
的
に
は
、
患
者
の
移
送
や

電
子
カ
ル
テ
へ
の
デ
ー
タ
移
行
、

稼
働
確
認
な
ど
の
移
転
作
業
は
、

一
日
で
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

休
診
日
と
な
る
10
月
１
日
に
引
っ

越
し
を
完
了
し
て
翌
10
月
２
日
に

各
種
機
器
や
シ
ス
テ
ム
の
作
動
確

認
後
、
10
月
３
日
か
ら
新
病
院
で

の
外
来
診
療
を
開
始
し
ま
す
。

　
入
院
患
者
お
よ
び
外
来
患
者
の

皆
さ
ん
、
近
隣
の
住
民
の
皆
さ
ん

に
で
き
る
限
り
ご
不
便
、
ご
迷

惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
慎
重
に
移
転
計
画
を
実
行
し

て
い
き
ま
す
。

市指定重要有形文化財に指定された餘慶寺薬師堂

特定健診ニュー
ス

①自己負担なし。無料で受けられます（実費で１万円相当）。
②血液検査や腹部ＣＴ（積極的支援のみ）も無料で実施。
③忙しい人には、短時間でのコースもあります。
④万歩計を支給しますので、すぐに取り組みが開始できます。

こんな人におすすめ 名　称 保健指導の内容 備　考

とにかく
忙しい人へ スマート保健指導

集団健診の会場で、結果により特定保
健指導対象者の可能性が高い人に、健
診後、初回面接をすぐに実施します。

集団健診の会場で、特定健診を受
ける必要があります。

１対１でしっかり
サポートしてほしい！

健幸チャレンジ相談
（個別保健指導）

市の保健師または管理栄養士が近くの
公民館やコミュニティセンターまで出
向いて指導します。

希望で市内の医療機関で受けるこ
ともできます（要相談）。

気軽にみんなで
指導を受けたい！ 健康カフェ

偶数月の第１火曜日に、健康教室の形
で開催しています。申し込みや参加費
は不要です（家族・知人も参加可能）。

１時間 30 分の内容で、健康の話、
食事の話、手軽にできる体操と、
いろいろ行っています。

△

保健指導の内容など

メタボ予防＆特定健診ＰＲキャラクターの名前を募集しています。
応募方法など、詳しくは、市ホームページをご覧ください。
HP　http://www.city.setouchi.lg.jp/

　

健
康
カ
フ
ェ

　
普
段
、
な
か
な
か
健
康
に
つ
い

て
話
す
機
会
が
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
短
い
時
間
で
す
が
、
皆
さ
ん

で
気
軽
に
楽
し
く
健
康
に
つ
い
て

お
話
し
し
た
り
、
体
を
動
か
し
た

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
費
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
８
月
２
日
、10
月
４
日
、

　
12
月
６
日
、
平
成
29
年
２
月
７

　
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象　
瀬
戸
内
市
民

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

※
準
備
の
都
合
上
、
で
き
る
だ
け

　
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
０
９
６

申
問
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特
定
保
健
指
導

　
（
健
幸
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

　
市
が
実
施
す
る
、
40
〜
74
歳
の

瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
を
対
象
と
し
た
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）
が
、
６
月
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　
特
定
健
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ
の

危
険
が
あ
る
人
は
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
取
り
組
み
を
す
す
め
る

「
特
定
保
健
指
導
」
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
半
年

間
１
対
１
で
、
あ
な
た
だ
け
の
、

あ
な
た
の
た
め
の
保
健
指
導
を
行

い
ま
す
。
１
対
１
の
個
別
指
導
が

苦
手
な
人
に
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の

指
導
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、本
年
度
か
ら「
健
幸
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
と
し
て
、
身
近
で
気
軽

に
受
け
や
す
い
保
健
指
導
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

　

合
わ
せ
て
選
べ
ま
す

　
「
半
年
間
、
１
対
１
で
の
指
導

は
し
ん
ど
い
」「
自
分
の
行
き
た

い
と
き
に
指
導
を
受
け
た
い
」と
、

保
健
指
導
の
受
け
方
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
希
望
を
お
聞
き

し
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
の
要
望
に

応
え
る
た
め
に
、
以
下
の
３
つ
の

保
健
指
導
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
保
健
指
導
を
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特定保健指導（健幸チャレンジ）
おすすめポイント

メタボ予防＆特定健診ＰＲキャラクター

「受けてよかった！」と
　思える「特定保健指導」へ　思える「特定保健指導」へ　思える「特定保健指導」へ　思える「特定保健指導」へ　思える「特定保健指導」へ　思える「特定保健指導」へ　思える「特定保健指導」へ　思える「特定保健指導」へ　思える「特定保健指導」へ

本年度は保健指導を
受ける人には、

「万歩計」を
差し上げますぞ！
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　企画振興課　☎０８６９-２２-１０３１問

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
祝
日
、お
盆
、年
末
年
始
を
除
く
。

※
当
日
の
予
約
状
況
や
症
状
に

　
よ
っ
て
は
、
受
け
入
れ
で
き
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
利
用
方
法　
事
前
に
利
用
施
設

　
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
（
緊
急

　
の
場
合
は
、
利
用
当
日
の
登
録

　
も
可
能
）。
利
用
施
設
に
直
接

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
施
設

○
山
陽
ち
び
っ
こ
療
育
園
・
牛
窓

　
（
あ
い
の
光
医
院
・
牛
窓
）

　

牛
窓
町
牛
窓
３
１
２
１-

１

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
１
６
１

○
長
船
ち
と
せ
保
育
園

　

長
船
町
土
師
１
２
８-

１

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

３
９
８
８

▽
利
用
料　
１
日
２
、５
０
０
円

※
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
６

　
時
間
ま
で
、
ま
た
保
育
時
間
終

　
了
後
の
子
ど
も
の
一
時
預
か
り

②
保
育
園
や
幼
稚
園
ま
で
の
子
ど

　
も
の
送
迎

③
学
童
保
育
終
了
後
や
放
課
後
の

　
子
ど
も
の
一
時
預
か
り

④
子
ど
も
が
軽
い
病
気
な
ど
の
と

　
き
の
臨
時
的
な
子
ど
も
預
か
り

⑤
冠
婚
葬
祭
、
学
校
行
事
、
そ
の

　
他
の
外
出
時
の
子
ど
も
の
一
時

　
預
か
り

　
ま
た
、
依
頼
会
員
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

瀬
戸
内
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
務
所

（
邑
久
町
尾
張
１
１
５
９-

１　

邑
久
保
育
園
内
）

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
０
９
２

保育園名 所在地 申込先☎ 利用可能年齢

牛窓ルンビニ 牛窓町牛窓 4959-5 0869-34-2309 生後２カ月から

あいあい 牛窓町鹿忍 4455-1 0869-34-9330 生後２カ月から

長船ちとせ 長船町土師 128-1 0869-26-3988 １歳から

邑久 邑久町尾張 1159-1 0869-22-0089 生後６カ月から

長船東 長船町牛文 729-1 0869-26-3326 １歳から

時間区分など １時間当たり
利用料金

月～
金曜日

午前７時～
　　午後７時 700 円

午前７時以前
午後７時以降 900 円

上記以外の場合 900 円

　

子
ど
も
が
病
気
の
と
き
に

　

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　
子
ど
も
が
熱
を
出
し
た
け
ど
、

仕
事
は
休
め
な
い
…
。

　
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
は
、

そ
ん
な
と
き
に
一
時
的
に
専
任
の

看
護
師
や
保
育
士
が
、
子
ど
も
を

お
預
か
り
す
る
事
業
で
す
。

▽
対
象
児
童

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校

　
６
年
生
ま
で
の
児
童

　
（
平
成
28
年
度
か
ら
年
齢
拡
大
）

○
病
気
の
治
療
中
や
回
復
期
な
ど

　
に
あ
り
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、

　
小
学
校
な
ど
で
の
集
団
生
活
が

　
困
難
な
児
童

○
保
護
者
の
勤
務
な
ど
の
都
合
に

　
よ
り
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
な

　
児
童

▽
利
用
日
時　
月
〜
金
曜
日

　

一
時
的
に
保
育
園
で
子
ど
も

　

を
お
預
か
り
し
ま
す

　

一
時
保
育
事
業

　
保
護
者
の
仕
事
や
病
気
、介
護
、

冠
婚
葬
祭
、
育
児
疲
れ
な
ど
家
庭

で
の
保
育
に
お
困
り
の
と
き
に
利

用
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
就
学
前
の
児
童

▽
利
用
日
数　
１
カ
月
13
日
以
内

※
４
時
間
以
内
の
利
用
は
０・
５

　
日
と
し
て
換
算

※
当
日
の
予
約
状
況
に
よ
っ
て

　
は
、
受
け
入
れ
で
き
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

▽
利
用
料

○
８
時
間
ま
で　
２
、０
０
０
円

○
４
時
間
ま
で　
１
、０
０
０
円

※
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
方
法　
各
保
育
園
に
直
接

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
６

　

会
員
相
互
の
子
育
て
の
応
援

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

　

セ
ン
タ
ー

　
瀬
戸
内
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
応
援
を

し
て
ほ
し
い
人
（
依
頼
会
員
）
と

子
育
て
の
応
援
を
し
た
い
人
（
提

供
会
員
）
と
で
構
成
す
る
子
育
て

の
助
け
合
い
活
動
組
織
で
す
。

　
事
前
に
会
員
登
録
を
し
て
い
れ

ば
、
保
育
園
へ
の
お
迎
え
や
、
一

時
預
か
り
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

▽
サ
ポ
ー
ト
の
内
容

①
保
育
園
や
幼
稚
園
の
保
育
開
始

▽利用料金

▽実施施設一覧

問

問

申
問

通
常
の
保
育
園
の
入
所
以
外
で
利
用
で
き
る

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

子
育
て
関
連
情
報

　「公共交通不便地域」は、市内に広く点在してい
る状況です。計画では、これらを９つのエリアに集
約し、エリアごとに、既存の公共交通網（路線バス
やＪＲ赤穂線）に接続することを主目的とした新た
な地域内交通の導入を目指します。
　一言で地域内交通と言っても、その運行形態はさ
まざまです。例えば、市が運行する市営バスや市営

　市内には、路線バス、ＪＲ赤穂線、タクシー、前
島フェリーの４種類の公共交通機関があり、市民の
通勤・通学、買い物や通院などの移動手段として、
重要な役割を果たしています。
　計画では、既存の公共交通網を維持しつつ、さら
に利便性を向上させることで、高齢者や学生などの
交通弱者の移動手段を将来にわたって維持すること
としています。

９つのエリアに
新たな地域内交通の導入を目指す

将来像は「公共交通が支える
持続可能で活気あるまち」

　市では、３月に瀬戸内市地域公共交通会議（市民、交通事業者、学識経験者などで構成）と
連携し、「瀬戸内市地域公共交通網形成計画」を策定しました。これは、市民の移動手段の確
保という課題に対応するとともに、持続可能なまちづくりに向けて、公共交通が果たすべき役
割を明確にし、市の公共交通網の将来像やその実現に向けた方策を示すものです。

デマンド交通、地域が主体
となるコミュニティ交通や
自治会輸送など、複数のメ
ニューがあります。
　地形や集落の分布状況、
運行を委託する際の公共交
通事業者の有無など、状況
はエリアごとに異なるた
め、地域住民との協働によ
り知恵を出し合いながら、
地域の実情に合い、かつ過
度な財政負担とならない効
率的な運行形態を選択して
いきます。

【公共交通網の将来像】

※図中の９つのエリアの範囲は、
　地域内交通を導入するエリアの
　位置関係を大まかに示しています。

　アンケート調査や住民意見交換会などにより、
市の公共交通について、「路線バスは『便数が少
ない』『バス停まで遠い』などの理由で利用しに
くい」、「乗継拠点の待合環境の整備が不十分」な
ど、多くの問題が浮き彫りになりました。
　計画では、「公共交通不便地域への対応」を大
きな課題と位置付けており、これに対して「新た
な地域内交通の導入」などを盛り込んでいます。

最も大きな課題は
「公共交通不便地域への対応」

３人に１人以上が
「公共交通不便地域」に居住
　計画では、次の条件に当てはまる地域を「公共
交通不便地域」と位置付け、その解消を目標とし
ています。全人口の 37.8％に当たる約 14,300 人
が、「公共交通不便地域」に居住しています。
①大富駅、バスの停留所、フェリー乗り場から
　400m以上離れている（運行本数が１日３便未
　満の西脇線、上山田線のバス停は対象外）
②邑久駅、長船駅から１km以上離れている②邑久駅、長船駅から１km以上離れている

公共交通が支える
持続可能で活気あるまちへ



　　知っ得！せとうち便　　
　
満
75
歳
以
上
の
人
な
ど
が
加
入

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保

険
料
率
が
、
平
成
28
年
度
か
ら
変

更
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
率
は
、

２
年
ご
と
に
見
直
す
も
の
で
、
岡

山
県
内
均
一
で
す
。

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が

負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
被
保

険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
の
合
計
と
な
り
ま

す
。
保
険
料
の
算
出
方
法
は
左
図

の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
均
等
割
額
、
所
得
割
額

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
保
険
証
発
送

時
に
同
封
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

　
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
８
６-

２
４
５-

０
０
９
０

　
現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
と
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
被
保
険
者
証
の
更
新
】

　
７
月
下
旬
に
新
し
い
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
（
被
保
険
者

証
）
を
送
付
し
ま
す
。

　
８
月
以
降
に
医
療
機
関
な
ど
を

受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い

被
保
険
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

【
一
部
負
担
金
の
割
合
の
見
直
し
】

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
所
得

る
手
続
き
」
が
終
了
し
た
こ
と
に

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
が
済
ん
で
い

な
い
飼
い
主
は
、
20
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
交
付
さ
れ
た
「
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
」
は
、「
犬
の
鑑
札
」
と

同
様
に
飼
い
犬
の
首
輪
な
ど
に
着

け
る
こ
と
を
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
迷
子
札
に

も
な
り
ま
す
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円

　

・
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

　
た
と
き
に
発
行
さ
れ
た
狂
犬
病

　
予
防
注
射
済
証
（
紙
の
証
書
）

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

　
高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
以
上
75

歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
さ

れ
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
で
、
現
在
お
持
ち

の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

た
飼
い
主
で
、「
注
射
済
票
（
ア

ル
ミ
製
の
札
）」
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
市
役
所

で
交
付
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
な
い

と
、「
狂
犬
病
予
防
法
に
規
定
す

記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先 届…届出先 通…通告先

知っ得！
せとうち便

お
知
ら
せ

  

狂
犬
病
予
防
注
射
の

  

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
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後
期
高
齢
者
医
療

  

被
保
険
者
証
を
送
付

  

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

  

保
険
料
率
が
変
更

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

  

国
民
健
康
保
険

  

高
齢
受
給
者
証
を
送
付

さ
い
。

　
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
な
い

狂犬病予防注射済票
（アルミ製）

は
、
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
高
齢
受
給
者
証
の
更
新
】

　
７
月
下
旬
に
新
し
い
高
齢
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　
８
月
以
降
に
医
療
機
関
な
ど
を

受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

【
自
己
負
担
割
合
の
見
直
し
】

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払

う
自
己
負
担
割
合
（
左
表
参
照
）

は
、
所
得
や
生
年
月
日
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

　
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
増
減
や
所
得
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
は
、
自
己
負
担
割
合

が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

生年月日 自己負担
割合

昭和 19 年４月１日
以前生まれの人

３割

１割

昭和 19 年４月２日
以降生まれの人

３割

２割

自己負担割合

※一定の所得がある人の自己負担
　割合は３割です。

　

平
成
28
年
度
か
ら
国
民
健
康

保
険
税
の
算
定
方
法
を
一
部
変

更
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限

度
額
の
引
き
上
げ
】

　

国
の
法
令
改
正
に
よ
り
、
平

成
28
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
の
賦
課
限
度
額
（
課
税
上
限

額
）
を
左
表
の
と
お
り
引
き
上

げ
ま
す
。

【
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
対

象
基
準
を
拡
大
】

　

前
年
中
の
所
得
が
一
定
の
基

準
額
以
下
の
世
帯
に
対
し
て
、

国
民
健
康
保
険
税
の
平
等
割
と

均
等
割
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
軽
減
割
合
の
種
類
は

７
割
・
５
割
・
２
割
で
、
４
月

１
日
の
世
帯
の
被
保
険
者
数

と
、
前
年
所
得
で
軽
減
割
合
を

判
定
し
ま
す
。

　

国
の
法
令
改
正
に
よ
り
、
平

成
28
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
軽
減
の
基
準
額
が
改
定
さ

れ
、
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の

対
象
基
準
が
左
表
の
と
お
り
拡

大
し
ま
す
。
７
割
軽
減
の
対
象

基
準
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

国
民
健
康
保
険
税
の

算
定
方
法
を
一
部
変
更

区　分 改正前 改正後

医療保険分 52 万円 54 万円

後期高齢者
支援金分 17 万円 19 万円

介護保険分 16 万円 16 万円

合　計 85 万円 89 万円

国民健康保険税の
賦課限度額（課税上限額）

平成 27 年度までの基準額
33 万円＋ 26 万円×被保険者数

↓
平成 28 年度からの基準額
33 万円＋ 26 万５千円×被保険者数

５割軽減の基準額

平成 27 年度までの基準額
33 万円＋ 47 万円×被保険者数

↓
平成 28 年度からの基準額
33 万円＋ 48 万円×被保険者数

２割軽減の基準額

区
分
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
（
左

表
参
照
）。
所
得
区
分
は
前
年
の

所
得
に
よ
り
毎
年
判
定
し
見
直
す

た
め
、新
し
い
被
保
険
者
証
で
は
、

割
合
が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
減
額
認
定
証
の
更
新
】

　
所
得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅱ
ま
た

は
Ⅰ
の
被
保
険
者
の
人
が
入
院
す

る
際
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け

る
際
に
、
申
請
に
よ
り
交
付
さ

れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証（
減

額
認
定
証
）
を
、
医
療
機
関
な
ど

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
支

払
う
入
院
代
な
ど
は
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
り
、
１
食
当
た
り

の
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

で
、
８
月
以
降
も
所
得
区
分
が
低

所
得
者
Ⅱ
ま
た
は
Ⅰ
と
な
る
場
合

は
、
新
し
い
減
額
認
定
証
を
被
保

険
者
証
に
同
封
し
、
７
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
申
請
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が

　

い
る
人

　
世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が

い
る
場
合
は
、
新
し
い
減
額
認
定

証
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
所
得
が
な
い
場
合
で
も
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
課

一部負担
金の割合 所得区分 説　　明

３割 現役並み
所得者

住民税の課税所得額（各種控除後）が 145 万円以上ある人や、その被保険者と同じ世帯にいる被保険者。
※被保険者の収入合計額が２人以上で 520 万円未満、１人の場合 383 万円未満の人は、申請により「１割」
　負担になります。
※現役並み所得の被保険者（世帯にほかの被保険者がいない場合に限る）であって、世帯内の 70 歳以上
　75 歳未満の人も含めた収入合計額が 520 万円未満の人も、申請により「１割」負担になります。

１割

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人。

低所得者Ⅱ 世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）。

低所得者Ⅰ 世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を 80 万
円として計算）を差し引いたときに０円となる人および老齢福祉年金受給者。

後期高齢者医療一部負担金の割合

で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

に
よ
り
所
得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅱ

ま
た
は
Ⅰ
と
な
っ
た
場
合
は
、
減

額
認
定
証
が
引
き
続
き
交
付
さ
れ

ま
す
。

②
長
期
入
院
を
し
た
人

　
平
成
27
年
８
月
１
日
以
降
、
所

得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅱ
で
、
減
額

認
定
証
を
持
っ
て
い
た
期
間
内
に

90
日
を
超
え
る
入
院
日
数
が
あ
る

人
は
、
市
民
課
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
１

食
当
た
り
１
６
０
円
と
な
る
減
額

認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
入
院
時
の
負
担
額
】

①
低
所
得
者
Ⅱ
の
人

自
己
負
担
限
度
額
２
４
、６
０
０
円

食
事
代
（
１
食
当
た
り
）

　

・
90
日
ま
で
の
入
院　
２
１
０
円

　

・
90
日
を
超
え
る
入
院　
１
６
０
円

②
低
所
得
者
Ⅰ
の
人

自
己
負
担
限
度
額
１
５
、０
０
０
円

食
事
代
（
１
食
当
た
り
）
１
０
０
円

　

市
民
課
、
牛
窓
支
所
、
長
船
支

所
、
裳
掛
出
張
所

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

　
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
８
６-

２
４
５-

０
０
９
０

平成 28・29 年度保険料（年額）の算出方法

一人当たりの保険料
（限度額 57 万円）

＋

＝

所得割額
（所得－ 33 万円）× 9.87％（所得割率）

均等割額
49,200 円

※所得とは、雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所得
　などの合計額をいいます（遺族・障害年金などは除く）
※保険料は、100 円未満を切り捨てです。

問

問

問問問

申問 問



害
者
相
談
員
を
各
地
域
に
設
置
し

て
い
ま
す
（
右
表
参
照
）。

⑬
そ
の
他
情
報
提
供

　
瀬
戸
内
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
市
内
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
の
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
ま
と
め
た
冊
子
、
平
成
28
年

度
版
「
障
害
者
（
児
）
に
つ
い
て
」

は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

　
　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/

　
福
祉
手
帳
所
持
者
、難
病
患
者
、

　
要
介
護
者
、
妊
産
婦
（
期
限
が

　
あ
り
ま
す
）
な
ど

⑩
有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引

　
障
が
い
者
（
児
）（
介
護
者
）
が

有
料
道
路
を
利
用
す
る
際
、
割
引

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑪
福
祉
有
償
運
送

　
単
独
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用

が
困
難
で
、
移
動
に
制
限
が
あ
る

人
に
対
し
、
低
料
金
で
福
祉
車
両

で
の
送
迎
（
乗
降
介
助
を
含
む
）

を
し
ま
す
。
事
業
者
へ
の
事
前
登

録
が
必
要
で
す
。

⑫
身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員

　
身
体
障
害
者
相
談
員
と
知
的
障

　　知っ得！せとうち便　　
　
大
腸
菌
の
多
く
は
、
人
や
動
物

の
腸
内
に
住
ん
で
い
て
、
一
般
的

に
は
病
気
の
原
因
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
Ｏ
１
５
７
に
代
表
さ

れ
る
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
は
、
腹

痛
や
血
便
な
ど
の
症
状
を
起
こ
す

だ
け
で
な
く
、
乳
幼
児
や
高
齢
者

で
は
、
貧
血
や
尿
毒
症
を
併
発
し

て
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
主
な
初
期
症
状
は
、「
腹
痛
」、

「
下
痢
」
な
ど
で
、
さ
ら
に
進
む

と
水
様
性
血
便
に
な
り
ま
す
。

　

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
と
き

は
、
早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

【
感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
】

　

・
調
理
前
、
食
事
前
、
用
便
後
、

　
動
物
を
触
っ
た
後
な
ど
は
手
を

　
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

・
台
所
は
清
潔
に
保
ち
、
ま
な
板
、

　
ふ
き
ん
な
ど
の
調
理
器
具
は
十

　
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
サ
ー
ビ

ス
（
事
前
申
請
が
必
要
）
を
紹
介

し
ま
す
。
対
象
者
、
条
件
な
ど
に

よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
運
賃
の
割
引
な
ど

　
電
車
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を

利
用
し
た
場
合
に
手
帳
を
提
示
す
れ

ば
、運
賃
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
・

　
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

　
福
祉
手
帳
所
持
者

②
医
療
費
の
助
成

【
育
成
医
療
・
更
生
医
療
】

　
障
が
い
の
軽
減
な
ど
の
た
め
、

治
療
・
手
術
を
受
け
る
場
合
、
医

療
費
の
一
部
が
医
療
保
険
と
公
費

で
助
成
さ
れ
ま
す
。

▽ 

対
象
者　
18
歳
未
満
の
身
体
に

障
が
い
や
疾
病
を
有
す
る
児

童
、
18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者

【
精
神
通
院
医
療
】

　
病
院
な
ど
に
通
院
す
る
場
合
、

医
療
に
要
す
る
費
用
の
一
部
が
医

療
保
険
と
公
費
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　
通
院
医
療
を
受
け
て

　
い
る
精
神
障
が
い
の
あ
る
人

③
各
種
手
当
な
ど

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障

害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

障
害
児
福
祉
年
金
が
あ
り
ま
す
。

④
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
が
い
の
程
度
に
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

⑤
意
思
疎
通
支
援
事
業

　
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
を

派
遣
し
ま
す
。

▽
対
象
者　
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人

⑥
福
祉
用
具
な
ど
の
給
付

【
補
装
具
】

　
日
常
生
活
に
必
要
な
身
体
機
能

を
補
う
た
め
の
車
い
す
や
装
具
な

ど
の
交
付
、修
理
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
所

　
持
者
、
難
病
患
者

【
日
常
生
活
用
具
】

　
入
浴
補
助
用
具
、
歩
行
支
援
用

具
、
火
災
警
報
器
な
ど
の
用
具
が

給
付
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
・

　
療
育
手
帳
所
持
者
な
ど

⑦
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
通
所
者
交

通
費
助
成
金
交
付

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
生
活
介
護
、
自
立
訓
練
、
就
労

移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
）
へ

鉄
道
、
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
通
所
し
て
い
る
障
が

い
者
に
対
し
、
通
所
に
関
す
る
交

通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
自
分
で
運
転
す
る
自
家
用
車
、

　
自
転
車
、
徒
歩
で
の
通
所
、
事

　
業
所
の
送
迎
の
人
は
、
対
象
に

　
な
り
ま
せ
ん
。

⑧
各
種
助
成
事
業（
事
前
相
談
必
要
）

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
、
障
害
者

自
動
車
運
転
免
許
取
得
助
成
、
障

害
者
自
動
車
改
造
助
成
、
難
聴
児

補
聴
器
購
入
費
助
成
な
ど
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

⑨
ほ
っ
と
パ
ー
キ
ン
グ
お
か
や
ま

　
車
い
す
マ
ー
ク
の
駐
車
場
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
・

　
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
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分
に
洗
浄
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
生
鮮
食
品
や
調
理
後
の
食
品
を

　
保
存
す
る
と
き
は
冷
蔵
庫
（
10
℃

　
以
下
）
で
保
管
し
、
早
め
に
食

　
べ
ま
し
ょ
う
。

　

・
食
肉
な
ど
加
熱
し
て
食
べ
る
食

　
品
は
、
中
心
部
ま
で
火
を
通
す

　
と
と
も
に
、
焼
き
肉
な
ど
の
際

　
は
、
生
肉
を
扱
う
箸
と
食
べ
る

　
箸
を
別
々
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
、
抵
抗

　
力
の
弱
い
人
は
、
生
で
肉
を
食

　
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
患
者
か
ら
の
二
次
感
染
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
】

　

・
患
者
の
便
に
触
れ
た
場
合
は
、

　
手
を
よ
く
洗
い
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
患
者
が
入
浴
を
す
る
場
合
は
、

　
シ
ャ
ワ
ー
の
み
に
す
る
か
、
最
後

　
に
入
浴
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
患
児
が
家
庭
用
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー

　
ル
で
水
浴
び
を
す
る
場
合
、
他

　
の
幼
児
と
は
一
緒
に
入
ら
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
患
者
が
衛
生
に
配
慮
す
れ
ば
、

　
二
次
感
染
は
防
止
で
き
ま
す
の

　
で
、
外
出
の
制
限
な
ど
は
必
要

　
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

  

腸
管
出
血
性
大
腸
菌

  （
Ｏ
１
５
７
等
）
感
染
症
に
注
意

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

  
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の

  
サ
ー
ビ
ス

申
問

氏名（しめい） 地域 相談先☎
（市外局番0869）

大森　進（おおもり　すすむ）

邑久

22-1965

木村　晴子（きむら　はるこ） 22-0646

雪上　緑（ゆきうえ　みどり） 22-0705

砂場　邦彦（すなば　くにひこ） 24-0263

寺尾　千枝子（てらお　ちえこ） 086-943-6654

岸野　康人（きしの　やすと） 22-1498

久保木　多喜子（くぼき　たきこ）
牛窓

34-3534

高牟礼　佑而（たかむれ　ゆうじ） 34-5393

小山　惠（こやま　めぐみ）
長船

26-3416

　治　仁子（ういじ　ひとこ） 26-2579

身体障害者相談員（10 人）

知的障害者相談員（３人）

氏名（しめい） 地域 相談先☎
（市外局番0869）

藤林　小百合（ふじばやし　さゆり） 邑久 22-9777

守都　ますみ（もりと　ますみ） 牛窓 34-3217

大塚　真理子（おおつか　まりこ） 長船 26-3695

ねんきんのおはなし♪

「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

納付 全額免除 一部免除 若年者納付猶予
（学生納付特例） 未納

受給資格期間に
算入されるか ○ ○ ○

（注２） ○ ×

年金額に
反映されるか ○ ○

（注１）
○

（注１・２） × ×

（注１）保険料を納めた場合と比べて、受け取る年金額が以下の
　　　  とおりとなります（平成 21 年４月以降の免除期間）。
　　　   ・全額免除の場合　　　…　２分の１
　　　   ・４分の３免除の場合　…　８分の５
　　　   ・半額免除の場合　　　…　４分の３
　　　   ・４分の１免除の場合　…　８分の７

（注２）一部免除については、減額された保険料を
　　　  納めないと「未納」と同等の扱いとなります。
　市民課　☎０８６９- ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６- ２７０ - ７９２８
問

問

全国海難防止強調運動

　海上保安庁では、マリンレジャーシー
ズンを迎える７月 16 日から 31 日まで
を「全国海難防止強調運動」期間として、
官民の関係者が一体となった海難防止運
動を推進します。

【自分の命を自分で守るための３つの基本】
①ライフジャケットを常時着用
　（海上に浮くこと）
②連絡手段の確保
　（携帯電話などを持つこと）
③海の緊急電話１１８番
　（救助要請をすること）
　海難防止強調運動玉野地区推進連絡
会議　玉野海上保安部交通課
☎０８６３ -３２ -３５８９

問

　
４
０
０
㍉
㍑
献
血
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
５
日
（
火
）

　

・
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

・
午
後
２
〜
４
時

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
対
象
者

　
男
性
17
〜
69
歳
、
女
性
18
〜
69
歳

※
体
重
が
50
㌔
以
上
の
人
の
み

※
65
歳
以
上
の
人
の
献
血
に
つ
い

　
て
は
、
60
〜
64
歳
の
間
に
献
血

　
経
験
の
あ
る
人
の
み
が
対
象

▽
持
参
す
る
も
の　
運
転
免
許
証
、

　

献
血
カ
ー
ド
な
ど

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

  

献
血
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

問

問

海難ゼロへの願い

区分 内　容

居宅介護 自宅で入浴・排泄・食
事などの支援をする

短期入所 夜間も含めた短期間、
施設で介護をする

児童
通所支援

日中、日常生活動作や
適応訓練を行う

生活介護 介護・創作活動などを
行う

就労
継続支援

就労や生産活動などの
機会を提供し支援する

障害福祉サービス（一部）



　　知っ得！せとうち便　　
　
高
齢
に
な
る
と
身
体
機
能
が
低

下
す
る
た
め
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で

け
が
を
す
る
と
い
っ
た
事
例
が
増

え
て
き
ま
す
。

　
特
に
家
庭
内
で
の
事
故
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
高
齢
の
場
合
、
け

が
を
す
る
と
重
い
症
状
に
な
り
や

す
く
、
治
療
に
も
時
間
が
か
か
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
消

防
本
部
で
は
、
家
庭
内
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
「
予
防
救
急
」
の
普
及

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
】

①
階
段
や
床
で
の
転
倒
・
転
落
防
止

　
玄
関
に
段
差
を
小
さ
く
す
る
た

め
の
式
台
を
置
く
な
ど
、
段
差
を

な
く
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
階
段
、
廊
下
、
玄
関
、

浴
室
な
ど
に
は
、
手
す
り
や
滑
り

止
め
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

②
浴
室
で
の
溺
死
、
や
け
ど
防
止

　
心
臓
な
ど
に
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
に
、
浴
室
を
温
め
て
か
ら
入

浴
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
冬
場
は
脱
衣
場
も
暖
房

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
屋
根
や
脚
立
か
ら
の
転
落
防
止

　
屋
根
や
脚
立
、
は
し
ご
を
利
用

し
て
高
所
で
す
る
作
業
は
、
な
る

べ
く
本
職
の
人
や
若
い
人
に
頼
み

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
一
人
で
の
作

業
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
衣
類
に
着
火
す
る
事
故
を
防
止

　
生
地
の
袖
や
裾
が
広
が
っ
た
衣

類
は
、
火
が
付
い
て
も
気
づ
き
に

く
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
窒
息
事
故
を
防
止

　
食
事
の
際
は
、
お
茶
や
水
を
飲

ん
で
喉
を
湿
ら
せ
て
か
ら
少
し
ず

つ
、
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ

ま
し
ょ
う
。

　
餅
な
ど
粘
り
の
あ
る
食
品
を
食

べ
る
と
き
は
、
小
さ
く
切
り
ま

し
ょ
う
。

⑥
も
の
選
び
の
工
夫

　
高
齢
者
向
け
の
安
全
性
の
高
い

物
、
使
い
や
す
く
工
夫
さ
れ
た
物

を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
本
部
警
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
２

　
楽
し
い
夏
の
催
し
を
悲
し
い
思

い
出
に
し
な
い
た
め
に
も
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
消
火
器
の
設
置

②
露
店
な
ど
の
開
設
届
出

※
事
前
に
消
防
本
部
に
「
露
店
等

　
の
開
設
届
出
書
」
を
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（
消
防
本
部
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
消
火
器
の
設
置
は
、
火
気
使
用

器
具
な
ど
を
使
用
す
る
露
店
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

【
火
気
使
用
器
具
な
ど
】

　
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
電
気
コ
ン
ロ
、

フ
ラ
イ
ヤ
ー
、
グ
リ
ル
、
発
電
機

な
ど

　
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内
（
海

岸
清
掃
）」
を
実
施
し
ま
す
。

　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
実
施
日
時　
７
月
13
日
（
水
）

　
午
後
５
時
30
分
〜
午
後
６
時

　
（
小
雨
決
行
）

▽
実
施
場
所

　

・
牛
窓
町
牛
窓　
筵む

し
ろ
え江

海
岸

　

・
邑
久
町
虫
明　
扇お

う
ぎ海

岸

▽
集
合
場
所　
現
地
（
い
ず
れ
か

　
の
海
岸
）
集
合

※
ご
み
袋
・
軍
手
は
市
で
用
意
し

　
ま
す
。

　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

【
消
火
器
の
設
置
方
法
】

　
１
つ
の
火
気
器
具
ま
た
は
１
つ

の
露
店
な
ど
（
火
気
器
具
を
使
用

す
る
も
の
）
に
対
し
て
、
消
火
器

が
１
本
必
要
で
す
。

　
10
型
粉
末
Ａ
Ｂ
Ｃ
消
火
器
で
腐

食
や
破
損
の
な
い
も
の
を
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
同
一
テ
ン
ト
内
に
併

設
し
て
店
舗
を
開
設
す
る
場
合

は
、
共
同
で
準
備
し
て
も
構
い
ま

せ
ん
。

　
　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
３

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
で
は
、
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱

え
る
無
業
状
態
の
若
者
（
15
〜
39

歳
）
を
支
援
す
る
た
め
、「
お
か

や
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

個
別
相
談
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
、
就
労
体
験
な
ど
に

よ
り
職
業
的
な
自
立
を
支
援
し
ま

す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
開
所
時
間

　

・
月
〜
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
第
３
水

　
曜
日
、
お
盆
、
年
末
年
始
は
、

　

閉
所
し
ま
す
。
月
１
、２
回
、

　
土
曜
日
も
開
所
し
ま
す
。

▽
設
置
場
所　

第
一
セ
ン
ト
ラ
ル

　
ビ
ル
２
号
館
５
階
（
岡
山
市

　

北
区
本
町
６-

30
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ

☎
０
８
６-

２
２
４-

３
０
３
８

  

夏
祭
り
や
花
火
大
会
で
の

  

火
事
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

  
海
岸
を
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か

  
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内
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みんなの力で海岸をきれいにしましょう

　「クーリング・オフ」は法律で定められた、訪問販売
や電話勧誘販売など特定の取引において、一定期間であ
れば無条件で契約を解除できる制度です。

＜手順＞
①書面（はがき可）に契約者名、契約日、商品名、契約金額、
　販売会社、契約を解除する意思表示などを書いて作成
②作成した書面の全て（両面）をコピーして保管
③「特定記録郵便」または「簡易書留」で郵送
④クレジット払いの場合は、クレジット会社にも通知
※窓口では、一緒に書面を作成するお手伝いもできます。

＜どうすればいいの？＞
　クーリング・オフができるかどうかや、書面の記入方
法が分からない場合は、早めにご相談ください。クーリ
ング・オフ期間が過ぎていても解約などができる場合が
ありますので、まずはご相談ください。

第２話　クーリング・オフって何？

相
談
窓
口

 　消費生活相談窓口（生活環境課内）
 ☎０８６９ - ２２ - １８９９

 「消費者ホットライン」も利用できます。
 ☎１８８（イヤヤ！　局番なし）

問

問
届

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
新
た
に

狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
人
を
対
象

に
、
狩
猟
免
許
の
取
得
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
免
許　

わ
な
猟
免
許
、
第

　
一
種
銃
猟
免
許
、
第
二
種
銃
猟
免
許

▽
対
象
手
数
料
（
受
講
料
）

　

・
狩
猟
免
許
受
験
手
数
料

　
（
５
、２
０
０
円
）

※
複
数
の
免
許
を
取
得
し
た
場
合

　
で
も
、
一
種
類
の
免
許
に
か
か

　
る
受
験
手
数
料
の
み
助
成
。

　

・
免
許
取
得
講
習
会
受
講
料

　
（
４
、０
０
０
円
）

※
助
成
は
右
記
手
数
料（
受
講
料
）

　
の
全
額
で
す
。
免
許
取
得
後
の

　
狩
猟
税
な
ど
の
経
費
は
、
自
己

　
負
担
で
す
。

※
瀬
戸
内
市
最
寄
り
の
会
場
「
西

　
大
寺
緑
化
公
園
体
験
学
習
施
設

　
百
花
プ
ラ
ザ
（
岡
山
市
東
区
西

　
大
寺
南
１-

２-

３
）」
で
開
か

　
れ
る
講
習
会
・
試
験
の
日
程
は

　
次
の
と
お
り
で
す
。

【
狩
猟
初
心
者
講
習
会
】

▽
日
時　
７
月
31
日
（
日
）

　
午
前
９
時
20
分
〜

  

お
か
や
ま
地
域
若
者

  

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

  

高
齢
者
の

  

家
庭
内
事
故
に
注
意

  

狩
猟
免
許
取
得

  

助
成
金
制
度

【
狩
猟
免
許
試
験
】

▽
日
時　
８
月
10
日
（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
〜

　

・
狩
猟
初
心
者
講
習
会
に
つ
い
て
は

　
（
一
社
）
岡
山
県
猟
友
会
事
務
局

☎
０
８
６-

２
２
３-

３
１
９
０

　

・
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て
は

　

岡
山
県
備
前
県
民
局
森
林
企
画
課

☎
０
８
６-

２
３
３-

９
８
３
２

　

・
助
成
金
制
度
に
つ
い
て
は

　

産
業
振
興
課

☎
０
８
６
９-
２
２-
３
９
４
２

　

漏
水
は
、
少
量
で
あ
っ
て
も
長

期
間
放
置
す
れ
ば
、
大
き
な
使
用

水
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

使
用
水
量
が
多
い
と
感
じ
た
と

き
は
、
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
水
道

メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
水
道
メ
ー
タ
ー
の
中
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
円
盤
）
が
回
っ

て
い
た
ら
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
市
が
指
定
す
る
給

水
装
置
工
事
事
業
者
（
指
定
工
事

店
）
へ
調
査
・
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
調
査
・
依
頼

な
ど
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
指
定
工
事
店
と
相
談
の
上
、

ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

　

宅
地
内
で
の
水
道
管
の
ひ
び
割

れ
や
給
水
器
具
（
蛇
口
・
温
水
器

な
ど
）
の
故
障
な
ど
に
よ
り
漏
水

し
た
場
合
は
、
漏
水
分
の
水
道
料

金
は
使
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
地
下
や
壁
の
中
で
の
漏

水
の
場
合
、
指
定
工
事
店
が
修
理

す
る
と
、使
用
水
量
認
定
（
減
量
）

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
上
水
道
業
務
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
工
事
店

以
外
の
業
者
や
個
人
で
修
理
し
た

場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
素
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
の
自

主
点
検
を
行
い
、
漏
水
の
早
期
発

見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

・
料
金
、
使
用
水
量
認
定
に
つ
い

　

て
は

　

上
水
道
業
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
５

漏
水
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う

問

水道メーターの自主点検を
行いましょう

問

問

問

問

問 問

消火器準備！

  消 費 生 活
安心ほっとライフ



　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
付
き
添
い
は
２
人
ま
で
で
す
。

▽
申
込
期
限　
７
月
11
日
（
月
）

　
午
後
５
時
（
必
着
）

▽
申
込
方
法　
福
祉
課
、市
民
課
、

　
牛
窓
支
所
に
あ
る
応
募
用
紙
に

　
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

　
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
提
出
く
だ

　
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

　
子
申
請
も
で
き
ま
す
。

　
　

岡
山
県
障
害
福
祉
課

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
６
２

FAX
０
８
６-

２
２
４-

６
５
２
０

HPhttp://www.pref.okayam
a.jp/

soshiki/39/

　
県
で
は
、
岡
山
市
内
で
開
催
さ

れ
る
「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り

納
涼
花
火
大
会
」
の
当
日
、
身
体

に
障
が
い
の
あ
る
人
を
県
庁
舎
へ

招
待
し
ま
す
。

▽
日
時　
８
月
６
日
（
土
）

　
午
後
６
時
〜
午
後
８
時
30
分

▽
場
所　
県
庁
９
階
大
会
議
室

▽
対
象
者　
県
内
在
住
で
、
身
体

　
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
車
い
す

　
を
常
時
使
用
し
て
い
る
人

▽
定
員　
30
人

　　知っ得！せとうち便　　
　
市
で
は
、
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
て
い
る
母
親
を
対
象
に
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
関
わ
り
方
を
学
ん

だ
り
、
子
育
て
の
仲
間
を
つ
く
っ

た
り
す
る
機
会
を
設
け
る
「
Ｂ

Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
赤
ち
ゃ
ん
が
き

た
！
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
母
親
同
士
が
情
報
交
換
す
る
こ

と
で
、
育
児
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス

の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
８
月
３
日
、
10
日
、
17

　
日
、24
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
４
回
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象　
平
成
28
年
３
〜
６
月
生

　
ま
れ
の
第
１
子
と
そ
の
母
親
で

　
全
４
回
に
参
加
で
き
る
人

▽
定
員　
15
組

※
５
組
以
上
の
参
加
で
開
催
し
、

　
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
。

▽
参
加
費　
７
７
７
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
　

邑
久
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
２
２
２

　
求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
な

ど
を
対
象
に
、
全
国
の
民
間
教
育

訓
練
機
関
が
実
施
す
る
「
就
職
」

を
目
的
と
し
た
公
的
な
職
業
訓
練

で
す
。

　
今
回
、
８・
９
月
に
開
講
す
る

コ
ー
ス
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▽
募
集
科　
基
礎
コ
ー
ス
・
実
践

　
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
、
医
療
事

　
務
、
事
務
分
野
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
３
〜
６

　
カ
月
）な
ど
は
、コ
ー
ス
に
よ
っ

　
て
異
な
り
ま
す
。

▽
受
講
料　
原
則
無
料
（
テ
キ
ス

　
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産
な

　
ど
）
を
満
た
す
人
に
は
、
職
業

　
訓
練
受
講
給
付
金
（
月
10
万
円

　
と
交
通
費
（
所
定
の
額
））
が
支

　
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２
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水
中
で
触
れ
合
い
な
が
ら
、
親

子
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
を
と
る
こ
と
は
、
心
身
の
成

長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
イ
ク
メ
ン
パ
パ
も
ぜ
ひ
一
緒
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　
８
月
４
日
（
木
）・
21
日
（
日
）

  
求
職
者
支
援
訓
練

  
受
講
者
募
集

カボチャのはちみつゴマ風味

◆作り方
①カボチャは 1.5 ～ 2㎝の大きさに切る。
②耐熱皿に、カボチャを皮を下にして重ならない
　ように並べ、水大さじ 2 を全体に振りかける。
③②にラップをかけ、電子レンジで 6 分加熱する。
④Ａを合わせておく。
⑤フライパンを熱して油を入れ、③のカボチャの
　水気を取って入れる。強火で炒めて水分をとば
　したら、④を入れてからませ、火を止める。
⑥いりゴマを指でひねりながら⑤に加え、全体に
　からめる。

邑久地区栄養委員会です。
　健康づくり推進課　☎０８６９- ２６ - ５９６２問

◆材料（4人分）
●カボチャ（300g）
●油（大さじ 1）
●いりゴマ（大さじ 1)

●はちみつ（大さじ 2）
●しょうゆ（小さじ 2）
●料理酒（小さじ 2）

  

ベ
ビ
ー
と
い
っ
し
ょ
に

  

ア
ク
ア
ビ
ク
ス

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

  

Ｂ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

  

赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！

募　
　

集

  

障
が
い
の
あ
る
人
に

  

県
庁
舎
を
開
放
し
ま
す

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
邑
久
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

　
タ
ー
プ
ー
ル

▽
定
員　
20
組

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
１
回
５
０
０
円

▽
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

m
ail

：info@setouchi-taikyo.or.jp

　
み
ゆ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
行

幸
小
学
校
（
長
船
町
服
部
）
に
隣

接
し
て
い
る
学
童
保
育
所
で
、
小

学
校
１
年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
の

児
童
の
保
育
指
導
業
務
を
行
う
指

導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

▽
就
業
時
間

　

・
授
業
日　
午
前
11
時
〜
午
後
７

　
時
（
シ
フ
ト
制
）

　

・
学
校
休
業
日
（
夏
季
休
業
日
な

　
ど
）　
午
前
８
時
〜
午
後
７
時

　
（
シ
フ
ト
制
）

▽
対
象
者　

資
格
は
不
問
（
保
育

　
士
な
ど
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

　
人
優
遇
）

　
　

み
ゆ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

☎
０
８
６
９-

２
６-

３
３
５
５

（
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
11
時
〜
午
後
６
時
30
分
）

　
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
♡

せ
と
う
ち
で
は
、
認
知
症
や
障
が

い
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
を
身
近
な
地
域
で
支
援
す
る

「
市
民
後
見
人
」
の
養
成
研
修
事

前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
や
市
民
後
見
人

に
関
心
の
あ
る
人
は
、
電
話
で
申

し
込
み
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
７
月
29
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　
30
人

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
７
月
25
日
（
月
）

　
　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

♡
せ
と
う
ち

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
７
１
１

　宝くじの受託事業収入を財源
として実施しているコミュニ
ティ助成事業の助成金により、視
覚に障がいのある人の読書を補
助する器具を整備しました。
　これらの器具は、市内図書館
での障がい者サービスに活用す
る予定です。
　瀬戸内市民図書館
☎０８６９-２４ - ８９００

宝くじ助成金を活用して
読書の補助器具を整備

プレクストーク（デイジー再生機）など
多数の器具を整備しました

  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

  （
学
童
保
育
）
の
指
導
員
募
集

  

市
民
後
見
人
に

  

な
り
ま
せ
ん
か

申
問

問

申
問

申
問

申
問

応
問

問

Ａ

コース名 開催日時 対象者

水なれ
コース

・８月５日（金）9：00 ～
・８月６日（土）9：00 ～
・８月７日（日）9：00 ～

４歳以上で
水に潜れない人

板キック
コース

・８月５日（金）10：00 ～
・８月６日（土）10：00 ～
・８月７日（日）10：00 ～

小学生で
泳げない人

クロール
基本コース

・８月５日（金）11：00 ～
・８月６日（土）11：00 ～
・８月７日（日）11：00 ～

小学生で 25m
以上泳げない人

ちびっこ水泳教室のコース名など

※各コース１回 45 分です。

　
毎
年
恒
例
の
ち
び
っ
こ
水
泳
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
３
つ
の
コ
ー
ス

を
用
意
し
て
い
ま
す
（
下
表
参
照
）。

▽
場
所　
長
船
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

　
タ
ー
プ
ー
ル

▽
定
員　
水
な
れ
コ
ー
ス
16
人
程

　
度
、
そ
の
他
コ
ー
ス
20
人
程
度

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
各
コ
ー
ス
３
日
間
で

　
１
、５
０
０
円

※
初
回
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す
。

▽
受
付
開
始
日
時　
７
月
23
日（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
〜

▽
申
込
方
法　
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公

　
園
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

　
さ
い
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申

　
し
込
み
や
受
付
開
始
日
時
前
の

　
申
し
込
み
、
家
族
以
外
の
代
理

　
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

問

  

Ｂ
＆
Ｇ
ア
ク
ア
リ
ズ
ム

  

ち
び
っ
こ
水
泳
教
室



ト
。
色
鉛
筆
や
ペ
ン
で
デ
ザ
イ
ン

し
た
猫
が
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
な
り
ま

す
。事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　
７
月
16
日
（
土
）

　
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
～

　
（
い
ず
れ
も
約
１
時
間
）

▽
参
加
費　
５
０
０
円
（
２
個
）

▽
定
員　
各
回
20
人
程
度

　
（
先
着
順
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

【
近
藤
高
弘
「
生
水
」 

－

う
つ
ろ

い
ゆ
く
ウ
ツ
ワ

－　

Takahiro 
Kondo

「Seisui

」

－vessel 
shifting

－

】

　
本
展
は
、「
水
」
を
テ
ー
マ
に

陶
芸
・
美
術
家
の
近
藤
高
弘
が
、

展
示
室
全
体
を
使
っ
て
作
品
世
界

を
表
現
し
ま
す
。

　
陶
を
原
点
に
し
な
が
ら
も
、
ガ

ラ
ス
や
銀
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

や
技
法
を
駆
使
し
、
新
た
な
表
現

を
模
索
し
続
け
る
近
藤
が
手
掛
け

る
水
の
宇
宙
、
再
生
と
浄
化
の
世

界
を
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

【
せ
と
う
ち
猫
め
ぐ
り

－

猫
撮

り
屋
・
森
原
輝
明
写
真
展

－

】

　
猫
を
メ
イ
ン
に
撮
影
を
行
う
写

真
家・森
原
輝
明
が
撮
っ
た
、牛
窓・

尾
道
・
鞆と

も

の
浦
な
ど
の
港
町
の
猫

写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
牛
窓

の
猫
の
写
真
は
、
本
展
の
た
め
に

撮
り
下
ろ
さ
れ
た
新
作
で
す
。

▽
開
催
期
間

　
７
月
18
日
（
月
・
祝
）
ま
で

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
７
月
４

　
日
（
月
）、
11
日
（
月
）

▽
関
連
イ
ベ
ン
ト

【
猫
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
作
ろ
う
！
】

　
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
か
け
猫
活

動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
ベ
ン

▽
開
催
期
間　
7
月
23
日
（
土
）

　
～
8
月
28
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
７
月
25

　
日
（
月
）、
８
月
１
日
（
月
）、

　
８
日
（
月
）、
12
日
（
金
）、
15

　
日
（
月
）、
22
日
（
月
）

▽
関
連
イ
ベ
ン
ト

【
近
藤
高
弘
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
】

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
７
月
23
日
（
土
）・
24

　
日
（
日
）　
い
ず
れ
も
午
後
２

　
時
～
（
約
30
分
）

▽
参
加
費　
下
記
の
観
覧
料

※
会
期
中
の
毎
週
日
曜
日
午
後
２

　
時
か
ら
は
、
美
術
館
学
芸
員
に

　
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
約

　
20
分
）
を
開
催
し
ま
す
。

【
特
別
演
奏
会
「Spacious

～
水

が
生
ま
れ
る
～
」】

　
本
展
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
作
曲

家
・
大
森
俊
之
が
生
み
出
し
た
新

し
い
音
。
展
示
と
共
鳴
し
合
い
、

奏
で
ら
れ
る
音
楽
の
世
界
を
間
近

で
体
感
で
き
る
演
奏
会
で
す
。
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　
８
月
27
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
開
場
、
午
後
２

　
時
開
演
（
約
１
時
間
）

▽
場
所　
牛
窓
町
公
民
館
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【
以
下
、
特
別
企
画
展
共
通
】

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

　
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
観
覧
料　
一
般
５
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

▽
演
奏
者　
大
森
俊
之
氏
（
ピ
ア

　
ノ
）、
石
川
高
氏
（
笙し

ょ
う

）、
四し

か家

　
卯う

だ
い大

氏
（
チ
ェ
ロ
）、
竹
中
あ

　
こ
氏
（
ボ
ー
カ
ル
）

▽
参
加
費　
下
記
の
観
覧
料
（
入

　
口
で
チ
ケ
ッ
ト
半
券
を
ご
提
示

　
く
だ
さ
い
）

▽
定
員　
２
０
０
人

※
当
日
の
席
は
先
着
順
で
す
。

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

特
別
企
画
展

催
し
物

▽開催期間　７月 16 日（土）～９月 19 日（月・祝）
※期間中の休館日は、７月 19 日（火）、25 日（月）、８月１日（月）、８日（月）、
　12 日（金）、15 日（月）、22 日（月）、29 日（月）、９月５日（月）、12 日（月）

▽開館時間　午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）

▽場所　備前長船刀剣博物館

▽入館料　一般 800 円、大学・高校生 500 円、小・中学生 200 円
　備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７

　
長
島
愛
生
園
で
は
、
次
の
と
お

り
納
涼
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
28
日
（
木
）

　
午
後
６
時
～
午
後
８
時
30
分

※
雨
天
決
行
。
荒
天
の
場
合
、
花
火

　
大
会
の
み
翌
日
同
時
刻
に
実
施
。

▽
場
所

　
長
島
愛
生
園
愛
生
会
館
前
広
場

▽
内
容　
花
火
大
会
（
午
後
８
時
か

　
ら
打
ち
上
げ
）、
福
引
（
ら
い
予
防
法

　
廃
止
20
周
年
記
念
の
特
別
景
品
あ

　
り
）、盆
踊
り
、お
み
こ
し
、ゲ
ー
ム
、

　
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
屋
台
、
出
店

　

長
島
愛
生
園
入
所
者
自
治
会

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
０
３
３

　
邑
久
光
明
園
で
は
、
次
の
と
お

り
納
涼
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
８
月
２
日
（
火
）

　
午
後
５
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

※
雨
天
時
は
、
翌
日
同
時
刻
に
実

　
施
し
ま
す
。

▽
場
所

　
邑
久
光
明
園
売
店
前
広
場

▽
内
容　
花
火
大
会
（
午
後
８
時

　
か
ら
打
ち
上
げ
）、
福
引
（
空

　
く
じ
な
し
）、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
（
午
後
６
～
８
時
）、
夜
店
、
各

　
種
ゲ
ー
ム

　

邑
久
光
明
園
入
所
者
自
治
会

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
２
７
８

　
金
銭
貸
借
、
土
地
、
建
物
、
交

通
事
故
、
公
害
な
ど
民
事
に
関
す

る
諸
問
題
、
離
婚
、
親
権
、
養
育

費
な
ど
夫
婦
関
係
の
調
整
、
年
金

分
割
、
相
続
な
ど
家
事
に
関
す
る

諸
問
題
な
ど
、
調
停
手
続
き
の
利

用
に
関
し
て
、
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
７
月
６
日
（
水
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
岡
山
弁
護
士
会
館

　
（
岡
山
市
北
区
南
方
１-

８-

29
）

　

岡
山
簡
易
裁
判
所
庶
務
課

☎
０
８
６-

２
２
２-

６
８
６
５

　日   頃の訓練の成果を発揮 第 63 回岡山県消防操法訓練大会 　

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　岡山県消防学校（岡山市）で５月 29 日、第 63 回

岡山県消防操法訓練大会が開催され、小型ポンプ操法

の部に瀬戸内市消防団長浜分団が出場しました。

　出場選手は、有高泰行指揮者、神宝誠之１番員、神

宝一彰２番員、時実正毅３番員、小崎智之補助員の５

名。大会では、号令とともに機敏な動きを披露するな

どして、日頃の訓練の成果を発揮しました。

　上位入賞は果たせませんでしたが、訓練・大会を通

じて、消防技術の向上とともに団員同士の絆も強まり

ました。
筒先員を交代する指揮者と１番員

  

長
島
愛
生
園
で

  

納
涼
夏
祭
り

　地域生活支援センタースマイルで
は、次のとおり「夕焼けスマイル市」
を開催します。
　おいしい屋台やゲームコーナーな
ど、100 円から楽しめます。花火、
ラムネの一気飲みイベントも行いま
す。また、資源化物をお持ちの人に
は、特典があります。

▽日時　７月９日（土）
　午後３～７時（予定）

▽場所　地域生活支援センタースマ
　イル（瀬戸内市民病院向かい）
　地域生活支援センタースマイル　
☎０８６９ - ２２ - ９６００

夕焼けスマイル市

  

邑
久
光
明
園
で

  

納
涼
夏
祭
り

相　
　

談

  

無
料
調
停
相
談
会

近藤高弘「Reduction  2014」
撮影：Tomas  Svab

森原輝明「あくび」

申
問

問

問

問

問

　備前長船刀剣博物館では、幕末維新を描いた作品
「薄

は く お う き

桜鬼」シリーズとのコラボ展「薄桜鬼　刀剣録
　～幕末維新の刀剣展～」を開催します。
　「薄桜鬼」作中に登場するキャラクターパネルを
背景に、日本刀、古銃や甲冑などを展示・解説しま
す。「薄桜鬼」の約 20 キャラクターが登場します。

問

特別展「薄桜鬼　刀剣録
～幕末維新の刀剣展～」

© IDEA FACTORY/DESIGN FACTORY

吸管延長する２番員と３番員

　　知っ得！せとうち便　　
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投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、住所、生年月日、家族（氏名、続柄：
２人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所・日時、コメント、
市ホームページへの掲載可否などを記入
★応募方法
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどで秘書広報課へ送
付してください。匿名・ペンネームを希望
する場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿作品や原稿は返却しま
せん。掲載の都合上、全ての作品や原稿を
掲載できない場合がありますので、あらか
じめご了承ください。
　　秘書広報課
〒７０１ - ４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００ - １
☎０８６９ - ２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail：hiroba@city.setouchi.lg.jp

問応

みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

▲大畑千寿子さん

市民ギャラリー

  けいじばん

　瀬戸内市立美術館３階ギャラ
リーで作品展を開催します。
　７月 17 日（日）午後２時から
ギター弾き語りも行います。

桃井国志☆作品展

 Aoi
 平成 26年 12月１日生まれ

わが家の宝１歳です！

立川　葵
あおい

ちゃん
お住まい　邑久町山田庄
ひとこと　
笑顔が可愛いあおいくん♪
お姉ちゃん２人と元気いっぱい
大きくなってね☆
（父 悠太さん　母 久美子さん）

 Rian
 平成 26年 11月 14日生まれ

伊丹　莉
りあん

杏ちゃん
お住まい　邑久町福元
ひとこと　
生まれてきてくれてありがとう
これからも逞しく大きくなってね♡
（父 治樹さん　母 友奈さん）

市
民
大
学
講
座

　

み
た
農
園
の
三
田
善
雄
氏
を

講
師
に
招
き
、「
空
気
か
ら
「
米
」

を
つ
く
る
!?　

～
あ
る
駆
け
出
し

農
家
の
６
次
化
へ
の
挑
戦
～
」
と

題
し
て
、
市
民
大
学
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　

足
守
の
Ｕ
タ
ー
ン
組
・
駆
け
出

し
お
っ
ち
ゃ
ん
農
家
が
、
地
域
の

子
ど
も
や
若
者
た
ち
と
学
ん
で
い

る
日
本
と
世
界
の
食
糧
事
情
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

７
月
10
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
参
加
費　

５
０
０
円

　

せ
と
う
ち
村
塾　

今
吉
さ
ん

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
９
０
１

▽ 開催期間・時間　７月 14 日（木）～ 18 日（月・祝）
　午前 10 時～午後５時（18 日は、午後４時まで）

▽ 場所　瀬戸内市立美術館

▽ 観覧料　無料
　桃井さん　☎０８６９ - ３４ - ９０２８問

問

鉢
合
せ
し
て
も
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が
道
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の
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的
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松
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（
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長
浜
）
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落
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芽
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慶
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お
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の
足
湯
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な

後
藤
　
靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

目
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張
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窓
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映
え
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緋
の
つ
つ
じ

原
野
　
孝
子
（
牛
窓
町
牛
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山
荘
へ
登
る
Ｓ
字
の
木
の
芽
道

平
野
　
五
香
（
牛
窓
町
牛
窓
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白
き
帆
の
数あ

ま
た多
五
月
の
風
の
中

福
本
　
曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
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登
り
き
て
木
蔭
ほ
し
か
り
宮
薄
暑

藤
井
　
留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

風
五
月
歌
に
乘
せ
ら
れ
鯉
泳
ぐ

谷
口
　
正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

海
辺
の
町
両
手
を
広
げ
夏
が
来
た

片
島
　
秀
月
（
長
船
町
福
岡
）

耳
元
に
そ
っ
と
手
を
寄
せ
会
話
す
る

年
重
ね
し
老
ひ
ら
の
集つ

ど

ひ

竹
内
　
和
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

曽
祖
母
の
摘
み
て
作
り
し
よ
も
ぎ
餅

九
十
寿
の
吾
の
今
摘
み
て
を
り

上
山
　
幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

大
和
く
ん
置
き
去
り
に
さ
れ
六
日
間

水
飲
み
生
き
て
無
事
保
護
さ
れ
る

朝
霧
　
好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

遠と
お

つ
祖お

や

の
心
な
ら
い
か
暮
れ
る
春

名
残
の
色
に
う
つ
く
と
し
て

桂
舟
道
人
（
邑
久
町
山
田
庄
）

山ゆ
す
ら
う
め

桜
桃
競
い
て
食
み
し
幼
日
の

村
喧
噪
の
麦
秋
の
頃

舟
積
由
紀
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

（
敬
称
略
）

72016 年 　　 月の予定

人の動き《平成 28 年６月１日現在、かっこ内は前月比》

人口 ３８，０７４人 （ー３５） 男 １８，１６８人  （－１３）

世帯 １５，３２８世帯 （＋　９） 女 １９，９０６人  （ー２２）

  薄桜鬼　刀剣録　～幕末維新の刀剣展～（７月 16 日～９月 19 日）刀

 近藤高弘「生水」－うつろいゆくウツワ－
　  Takahiro　Kondo「Seisui」－ vessel shifting －（７月 23 日～８月 28 日）
美

1 金
2 土 体 瀬戸内市体協コンペ　8：00 ～　長船カントリークラブ

3 日
体 瀬戸内市ソフトテニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園
体 瀬戸内市夏季バレーボール大会　8：30 ～　牛窓体育館

4 月
5 火
6 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター

7 木 ⑩窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

8 金 ⑥離乳食講習会【対象：７～ 12 カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

9 土 体 瀬戸内市スポーツ吹矢大会　9：00 ～　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

10 日 体 歩こう会　三徳園コース　8：29　邑久駅発

11 月
12 火 ⑦こころの健康相談　9：00 ～ 11：00　ゆめトピア長船

13 水 ⑨１歳 6 か月児健診【対象：平成 26 年 12 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

14 木 ⑨２歳児健診【対象：平成 26 年３月生】　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

15 金
16 土
17 日
18 月 海の日
19 火

20 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑨乳児健診（４カ月児）【対象：平成 28年２月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

21 木 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所

22 金 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会【対象：４～６カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船

23 土
24 日
25 月
26 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

27 水 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
⑨３歳児健診【対象：平成 25 年１月生】　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

28 木
29 金
30 土
31 日 体 瀬戸内市前期卓球大会　9：00 ～　牛窓体育館

刀 美

休
館
日
（
展
示
替
え
）

休
館
日

休
館
日

休
館
日

  　 瀧善三郎の末裔の瀧正敏氏が、明治維新すぐに起きた神戸事件の真相を語ります。

  ▽ 日時　７月 24 日（日）　10：30 ～ 12：00

  ▽ 場所　備前長船刀剣博物館

  ▽ 定員　60 人（当日先着順）　※要入館料（本紙 16 ページ参照）
　  備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７問

問予

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談 　
　※前日までに予約をしてください。
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（要予約・無料）、
　定員：４～６カ月児、７・８カ月児、９～ 12 カ月児、各 10 人】
　 健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い
　　合わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９ - ２２ - ２４６４
※①～⑩の日時は、左のカレンダーをご覧ください。

○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障がいに関する相談（身体・知的・精神（ひきこもり
　を含む）・発達障がいなどに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○わーく相談会（障がい者の生活や仕事に関する相談） 
　【相談員：岡山障がい者就業・生活支援センター相談員（要予約）】
　問予地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障がい専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４３

刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 瀬戸内市体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

休
館
日

休
館
日

休
館
日

固定資産税【２期】　国民健康保険税【１期】
介護保険料【１期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

８月１日（月）が納付期限の市税・保険料

  日本刀の見どころ勘どころ（～７月 10 日）刀

 せとうち猫めぐり－猫撮り屋・森原輝明写真展－（～７月 18 日）美

休
館
日
（
展
示
替
え
）

特別講演「曾祖父・瀧善三郎正信と神戸事件」


